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Evaluating Effects on Exploiting Daily Human Actions
in Information Sharing among Tablet Terminals

Imamoto Jo 1 Ito Naoto 2 Takada Hideyuki 1

Abstract: High-performance computing devices such as mobile phones and tablets are spreading rapidly. In
addition, books or documents in paper form have begun to be dealt with in electric data. In this situation,
users need a more useful information sharing method among terminals. Past research works have proposed
exploiting daily human actions such as picking and passing an object or throwing an object in information
sharing systems. In these research works, however, effect on activities of users or groups using such systems
have not been evaluated enough. In this research, we evaluate what effect on activities of users or groups
would be given by an information sharing system which exploits the passing behavior for paper handouts
adopted as one of the daily human actions.
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①送信動作の検出 ③受信動作の検出 

②IPアドレスを 
  ブロードキャスト 

④IPアドレスを 
  送信者に送る 

⑤URLを 
  受信者に送る 

送信者 受信者 

図 1 システムの動作

Fig. 1 Action of the system

識下で行う動作である．しかし，現在の主要なコンピュー

タで活用されている情報共有の方法は，ドラッグ・アンド・

ドロップ動作といった，人間が日常的に自然と行っていな

い動作を情報共有の方法として活用している．それに対

し，日常的動作を活用した情報共有の方法は，無意識化で

自然と行う動作を活用するため，ユーザにとってより利用

し易い可能性を持っている．

　日常的動作を活用した情報共有の方法として，記憶の

石 [1]では，画面上に表示された情報を，ユーザが指でつ

まみ上げ，別の端末に運び，置く動作で情報の共有を行う．

また，情報を持ち運んでいる印象をユーザに与えるために，

情報を石としてユーザに提示することによって視覚効果を

与えている．Pick-and-Drop[2]では，画面上の情報を，ペ

ンでタップすることでつまみ上げ，別の端末に再度タップ

することで情報の共有を行う．Toss-It[3]では，自身が所

有する端末を，情報を共有したい相手端末に投げ渡す動作

を行うことで情報の共有を行う．

　上記の研究においては，システムの操作性や，動作精度

が評価の主眼に置かれている．一方で，このようなシステ

ムがユーザやグループの活動にどのような変化を与えたか

といった効果は十分に検証されていない．

3. 実装

本研究では，紙のファイルを配布するような手渡し動作

を行うことで，タブレット端末上の情報を他端末と共有す

ることができるシステムを構築する．共有する情報はURL

とし，利用する端末は，Apple社の iPad Airとする．

　図 1に，手渡し動作を活用した情報共有システムの動作

を示す．また，詳細は以下の通りである．

( 1 ) 加速度センサを利用し，送信動作を検出する．

( 2 ) 送信動作を検出すると，同一ネットワーク上の全ての

端末に自身の IPアドレスをブロードキャストする．

( 3 ) 他端末から送信された IPアドレスを受信した後に，加

速度センサより受信動作を検出する．

( 4 ) 受信動作を検出すると，他端末から送られてきた IP

分類カテゴリ カテゴリ内容

発話回数 発話における一文脈の回数を計測

沈黙 5 秒以上誰も離さない状況を沈黙とし，

総沈黙時間，沈黙回数を計測

議論 複数人で行われた発話を計測

アイデア 現行している議論とは異なる視点の発話を計測

雑談 現行している議論とは無関係の発話を計測
表 1 発話分類カテゴリ

Table 1 Categories for conversation classification

アドレスに対し，自身の IPアドレスを送信する．

( 5 ) 他端末から送信された IPアドレスを受信すると，そ

の IPアドレスに対して，自身が開いているWebペー

ジの URLを送信する．

4. 評価

本研究では，グループで活動する際に起こるコミュニ

ケーションに着目している．日常的動作を活用したシステ

ムが，ユーザやグループの活動においてコミュニケーショ

ンをどのように変容させるのかを観察し，観察したデータ

を検証する．比較するシステムは，日常的動作を活用した

本システムと，Apple社が提供している日常的動作を活用

していないAirDropである．コミュニケーションの観測方

法として，それぞれのシステムを利用したユーザやグルー

プの活動中の会話を録音する．また，録音したデータを素

データとして表 1の発話分類カテゴリを適用し，グループ

のコミュニケーションの形がどのように変わるのかを分析

し，検証する．

　システムの操作についての理解のし易さと作業の効率

化の視点からも，それぞれのシステムを利用してもらった

ユーザに対してアンケート調査を行う．

5. おわりに

本稿では，日常的動作を活用した情報共有システムの有

用性を述べ，日常的動作の一つである手渡し動作を活用し

たシステムを構築した．今後は，上記の方針に沿って評価

を行っていく予定である．
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